
活動報告書 
報告者氏名： 井上賞子   所属： 松江市立意東小学校   記録日：  31 年 2 月 5 日 

キーワード 読み書きの困難 コミュニケーション 

【対象児の情報】 

○学年   小学校 3年生 

○障害名  読み書きの困難、コミュニケーションの苦手さ 

○障害と困難の内容 

・文字と音とのつながりがとりづらく、巧緻性の課題も推察された。そのため、自分の名前を読むことも書く 

こともできなかった。 

・思いをうまく伝えることができず、自発的な発信があまり見られなかった。 

・活動への見通しが持ちづらく、定着への取り組みや集中が継続しにくかった。 

【活動目的】 

○当初のねらい   

・情報を共有する方法を増やしていくことで、応答する体験や喜びを重ね、周囲への関心が広がる 

・発信や確認の手だてになるよう、文字の読み書きを習得する。 

※30 年度より追加したねらい 

・苦手さを補う学び方を知ることで、自学年の学習に取り組む 

○実施期間  平成 28年 4 月から平成 31 年 2月 

○実施者   井上賞子 

○実施者と対象児の関係 ☆担任として  

 

【活動内容と対象児の変化】 

○対象児の事前の状況 

【読む】 

・自分の名前も、判別できない。読める文字は０で入学。 

【書く】 

・自分から鉛筆を持った経験がほぼない。 

・文字だけでなく、絵を描くこともしなかった。 

【話す】 

・吃音と幼児音があり、早口で不明瞭。 

・声をかけられても、反応を返さず黙って立ち去ることも多い。 

・自分から話しかけたり、何かを求めたりすることはあまりない。 

【聞く】 

・理解言語は多いように思われたが、注意の継続が困難で多動傾向もあり、聞いていないように見える。 

【行動】 

・周囲へ働きかけたり意志を伝えたりする経験に乏しく、困ったり不安になったりすると無言でその場を離れ 

たり、歩き回ったりする。 

・保育所時代は加配が付き、一対一で対応していた。 

・新しい活動や場所に対しては、とても不安な様子を示す。 

※就学前の姿からは、軽度の知的な遅れも疑われた。しかし、発信の少なさもあり、本人の願いや思いも、 

周囲には伝わっていないように見えた。そこで、取り組みやすい方法や確認できる方法を持つことで、「知り 

たいこと」「伝えたいこと」を広げ、安心できる人や場所を増やしていきたいと考えた。 



○活動の具体的内容 

  1, 情報を共有する方法を増やしていくツールとして 

    →①「安心できる関係づくり」を目指して 

    「ByTalk forShool」を活用 

  →②「関わる対象や機会の広がり」を目指して 

    「pepper」をつながりの媒介として活用 

  →③「関わり方を次のステージへ」 

    「pepper」を共通の対象として活用 

 

2, 「読み」「書き」の習得を支えるツールとして 

☆ひらがな・カタカナの習得を目指して 

→①音との一致を促す 

 「デイジーポット」「FirstWords: Japanese」 「ひらがな 五十音」 「これなあに?」 

 「ひらがなよめるかな」「ひらがな こどもゆびどりる」を活用 

→②完成の見通しをもって書く体験につなげる 

 「1日 10分でえがじょうずにかけるアプリ」を活用 

→③文字のとらえやすさを支える 

「ひらがなおけいこ for iPhone」を活用 

→④言葉の合成や分解、イメージ化を支える 

 「にほんごひらがな」 「Bitsboard PRO」 「視覚支援シンボル「さがすんです。」 を活用 

☆カタカナの習得を目指して 

→⑤ 文字の捉えやすさを支える 

「カタカナおけいこ 楽しく学べる日本語教材」 

☆漢字の習得を目指して 

→⑥音との一致を促す 

「小学漢字よみかたクイズ 1500 問」「i暗記」 

「まなニャン 小学漢字読み方」「漢字ドリル」 

→⑦文字の捉えやすさを支える 

「小１かん字ドリル - 小学校で学ぶ漢字 80 字！」「小２漢字ドリル - 小学校で学ぶ漢字 160字！」 

☆文章の読み書きを目指して 

→⑧言葉の塊をとらえる、音を手掛かりにイメージを広げる 

「デイジーポット」 「絵本が読み放題！知育アプリ PIBO」 

「PhotoMemes for iPad」 

→⑨選択することで、文章を構成していく 

「ずぼら日記」(開発中の試作アプリ) ※ずぼら日記は 1年時の取り組みです 

「SimpleMind+」 

→⑩視覚化して、伝えたい内容を整理していく 

 「SimpleMind+」「ロイロノート」 

 

  ☆ノートテイクを目指して 

  →⑪日常の中に入力する場面を組み込んでいく 

   「7note for ipad」 「PhotoMemes for iPad」 物理キーボード 

この 4 つは、現在配信終了 



  →⑫デジタルノートを活用する 

   「MetaMoJi Note」 ドキュメントスキャナー 

  →⑬調べてまとめる 

   「Google Earth」「花判定機」「ロイロノート」 

   「My 図鑑 〜図鑑作成アプリ〜」 

 

 3．自学年の学習に取り組むためのツールとして  

  →⑭デジタルノートを活用する 2 

    「MetaMoJi Note」 

  →⑮外国語活動での活用 

    「Bitsboard PRO」「DropTalkHD」「わたしの読み上げ単語帳」 

「ABC おけいこ楽しく しっかり学べる英語教材」「By Talk for Shool」「グーグル翻訳」 

※青いマーカー部分は、1 年生時の取り組みであり、詳細は魔法の種の報告書をご参照いただきたい。 

※黄色いマーカー部分は、2 年生時の取り組みであり、詳細は魔法の言葉の報告書をご参照いただきたい。 

※魔法のダイアリーでは、緑のマーカー部分について、報告する。 

 

○対象児の事後の変化 

①「安心できる関係づくり」を目指して 

・1 年時の「ByTalk forShool」を活用しての

取り組みは、安心して関われる関係づくりにつな

がった。 

☆1 年生終了時の周囲との関わりの状況 

・安心できる場所での、限定的な関わりや、教師

との関係の中でのやりとりは増えていたが、教室

以外の場所では、眉間にしわを寄せている姿が目

立った。 

・Q さんが反応しないので、周囲の子ども達か

らの働きかけも、あまり見られなかった。 

・日常の中で、Ｑさんから支援学級以外の友達の

名前を聞くこともなかった。 

 

 

しかし 3 月末時点で、Ｑさんは同級生全ての名前を憶えていた。得意なことも、話すことができた。 

 

 

 

そこで、日常的に情報を発信したり、それに応じる形で、周囲からの情報を受け取ったりする場を設定する

ことで、関わりへの意欲を広げていきたいと考えた。 

②「関わる対象や機会の広がり」を目指して 

・いきなり直接やりとりすることを目指すのではなく、お互いに関心を寄せているツールを介していくこと

で、安心して発信できる機会を増やしていきたいと考えた。 

・また、発信の増加とツールへの関心で、周囲から Q さんへの働きかけが増えることにも期待した。 

子ども同士の関わりは、かなり限定的。周囲への興味関心は、薄いように見えた 

・反応を返さない時も、しっかり見て・聞いていた 

・「何を話せばいいのか」（発信のきっかけ）を、見つけられなかったのかもしれない。 

・「伝わる」からスタート	 
・多様な情報共有	 
・誤解なく「伝わる」こと
が、「伝えたい」意欲へ	 

・安心できる相手	 
・安心できる関わり	 
・聞き返しても黙り込まず、
「あのね・・」と伝える姿へ	 



・Pepper は、誰もが注目する、魅力的なツールであり、Pepperを介することで、Q さんの「発信」をた

くさんの人に「受信」してもらえ、コミュニケーションや評価を受ける機会を広げていけると考えた。 

 

☆2 年生終了時の周囲との関わりの状況 

・ペッパーという、Ｑさんにとっても周囲の 

子ども達にとっても、魅力的なツールを介し 

たことで、発信の意欲が高まっている。 

・周囲から声をかけられることも、飛躍的に 

増えた。Ｑさんがいないところでも「これ Q 

さんが作ったんだって。すごいよね」と話し 

ている声も聞こえる。 

・「みんなにできることができない Qさん」から、 

「みんなにできないことができる Qさん」へ、 

周囲の評価が大きく変わったことは、本人にとっ 

ても自信につながった。 

・Q さんから、2年生の友達が九九アプリへ挑戦に来るのを心待ちにする発言も聞かれた。 

・休み時間に、2 年生の子達と一緒に遊ぶ姿が見られるようになった。 

・交流学級で、かるた大会、調理活動などに参加し、役割を果たせるようになった。 

 そこで、今年度は、「Pepper を介して関わる」ところから一歩進んで、「一緒に相談して Pepperを活用す

る」を目指したいと考えた。昨年度実感した、「Pepper のことは自分が一番わかっている」という思いと周囲

からの評価を、継続した活動の中で、自信につなげていきたい。 

③関わり方を次のステージへ 

 

 

 

 

 

 

 

・ 情報を共有できる

・ 伝わる実感を持ち

・ 伝えたい意欲へ

・ Pep p erを介することで

「 伝えたい」 と意欲的に発信

「 知りたい」 と意欲的に受信

・ やり と りの機会が増加

・ 評価を受ける場面の広がり

全校のみんな

同じ学校の仲間と 、 Pep p erを介してのかかわり

2年生の友達
　

「 〇〇君」 「 〇〇さん」
名前を知っている同級生と 、

直接のかかわり

・共通の関心が高いペッパーを介しての活動は、発信や受信のきっかけにつながった。 

・関わる機会が増えたことで、Q さんの集団への参加意欲も高まっている。 

2年生の時のQさんとペッパーとみんな

Qさんにとっても、 みんなにとっても、
「 大切なPep p er」 を介しての発信・ 受信

Qさん+３ 年のみんな　 と 　 Pep p er

Qさんとみんなで、 Pep p erに関わっていく



 

P.H.C.とは、Pepper Help Clubの略 

・Pepper のプログラミングを 

・Help(助ける)してくれる 

・Club(クラブ)仲間の集まり 

※活動ごとに募集  ※班から１人 

 

「ポーズブックを作ろう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生はまだローマ字の学習をしてい

ないため、かな入力しかできない。 

しかし、かな入力も、物理キーボード

でできる子はほぼいない状態なため、

５０音キーボードが必要だった。 

P.H .C .  はじめました !

P.H.C.  活動その① 

オッス!	 

P.H .C .   

 

活動その①

P.H .C .   

 

活動その①

魔法のワンド 、 魔法の宿
題で報告したMさん。 現
在高校１ 年生。 ボラン
ティ アで週に一度手伝い
に来てく れる

高校生ボラン
ティ アのMさ
んがマニュア
ルを作成

・ やってみる
・ １ 行程ずつスク
ショ にとる
・ 簡単な説明をつ
ける

P.H .C .   

 

活動その①

Mさんにとっての学び
・ 「 ３ 年生が見てわか
るもの」 という 意識を
もって工夫する体験
・ 表現方法のスキル
アッ プ
・ 自分の作ったものが
誰かの役に立つという
達成感

初めて使った
・ スクリーンショ ッ ト
・ 図形の挿入
・ 画像レイアウト

P.H .C .   

 

活動その①

マニュアルを見ながら、
Qさんがプログラミ ン
グしてためす

これだけででき
るかな?



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 去年のペッパーチャレンジは、１対１の活動だった。それでも、DropTalk で作った作業の流れを確認し

ながら声をかけていた。今年はマニュアルを使って事前に内容を理解したら、当日はパソコン室の中を飛び

回って困っている人にどんどん声をかけていた。 

 １つ解決すると「Q っち、こっちもー」とあちこちから手が挙がる。「わかった!」とパソコンの隙間を時

間いっぱい行き来する姿は本当に頼もしかった。困っている人がいないか、Q さんが自分からきょろきょろ

と探す姿も見られた。 

 

 

「ペッパーイングリッシュを作ろう」 

 ・３年生になって外国語活動が始まり、子ども達の 

  英語への関心が高まっている 

 ・クイズの形にすることで、Pepper と双方向で 

  楽しむ活動につなげられる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.H.C.  活動その② 
ペッパーに英語を話させて、 クイズを
作ろう

P.H .C .   

 

活動その②

問題です。よく聞
いてください	 apple	 

わかりました
か?	 

答えはりん
ごです	 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３年生全員でのプログラミングが終わった時、満面の笑顔で「次はいつやる?」と聞いてきた。普段は面倒

なことは「オレ、いい」「いや、やらん」ということが多いだけに、 

・頼られたこと  ・役割を果たせたこと  ・友達から「ありがとう」「わかったー」と言われたこと 

どれも、Qさんにとってはうれしい経験だったようで、次への意欲につながっている。 

P.H .C .   

 

活動その②

1つ1つ説明するんじゃな
く て、 パッ と見てわかるよ
う にしたら ?

使う ブロッ クを全部並べた
状態に番号をつけて、 説明
も見れるよう にした

P.H .C .   

 

活動その②

「 腕時計」 と打ち込んでから、
ひらがなにもどしていた。
「 車椅子」 「 蛇」 なども、 検
索時は漢字でやっていたが、
登録するときは何も言われな
く ても「 ３ 年生がわかるよう
に」 直す姿が見られた。

画像の登録もあっという 間

高校生ボランティアの M さんがマニュアルを作成 

今回、行程が多いんだよね。どうしたらわかりやすいかなあ 



2.「読み」「書き」を支える取り組みについて 

☆ひらがな・カタカナの習得を目指して 

※①～⑤の取り組みについては、「魔法の種」の最終成果報告書をご参照いただきたい。 

※段階を踏んだ取り組みの中で、Qさんはひらがな、カタカナを習得していった。 

 

☆漢字の習得を目指して 

☆文章の読み書きを目指して 

※⑥～⑩の取り組みについては、「魔法の言葉」の最終成果報告書をご参照いただきたい。 

※確認の方法を持ちながら繰り返す取り組みの中で、Qさんは漢字を習得し、文章の読み書きについても、

自分の学年の課題を解決できるところまで、習得してきている。 

 

☆ノートテイクを目指して 

⑪日常の中に入力する場面を組み込んでいく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・時間をかければ整った文字も書けるが、考える 

スピードも速くなってきたため、書きたいスピード 

に合わせると、形が崩れる。 

・画数が多い漢字も、覚えて書くことはできるが、 

バランスが取れない。 

・Q さんの「書き」については、今後情報が増えて 

いくことを考えると、代替えの選択肢も持っておくことが必要だと思われた。 

☆入力方法の選択にかかわって 

・2 年生の 10 月時点で、「50 音キーボード」「フリック入力」は、アプリを使用する中で日常的に使っ

ていた。 

・50 音キーボードは使い慣れているが、キーが小さいため、文章の量が増えるにつれて、隣のキーを押

してしまうなど、打ち間違いが多くなっていた。 

・フリックもスムーズに使えるが打ち間違いが多く、i暗記への入力以外は、好んでは使わなかった。 

・音声入力は、吃音があり、難しい。 

・手書き入力からのテキスト変換は、枠の中に字が納められないため難しい。 

 

物理キーボードの導入 

・物理キーボードは、スタート時にキ

ーの位置が覚えにくいというリスクは

あるものの、位置さえ覚えれば、感覚

が返るため、キーの押し間違いが減る

ことが期待できるのと、画面が広く使

えるという良さがあるため、負担の少

ない状態で導入していき、少しずつ慣

れさせていきたいと考えた。 

 



☆３年生からノートテイクが必要になる場面が増えると予想されたので、２年生の１２月から、 

毎日の連絡帳を書く時間を物理キーボードになれるための時間として設定し、7notes でテンプ 

レートに打ち込んでいく活動を始めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫デジタルノートを活用する 

☆Ｑさんにとって使いやすいノートにしていくために 

理科ノートで導入 

・ワークシート形式になっている 

・自分でノートのレイアウトを考える負担がない 

Q さんの理科ノートに必要な機能 

・ノート一冊分の情報を参照しやすい 

・テキストが自由に書き込める 

・画像が貼り付けられる 

※「MetaMoJi Note」を選択 

・ios 対応のひらがな入力のできる物理キーボードは数が少な

く、いくつかのキーは印刷された場所とは違うところに割り当て

られていたため、シールで情報を補正して使用している。 

・最初はキーを探すのに時間がかかるので、横について見つけら

れない時は場所のヒントを出しながら進めていた。「た」「し」

「ん」といった、よく使うキーについては、すぐに覚え、予測変

換を上手に使いながら、1 人ですらすらと入力できるようになっ

ていった。２年生の２月には、1 人で全部入力し、スクリーンシ

ョットをとってカレンダーアプリに張り付けていくまでの作業

に、スムーズに取り組めるようになった。 

・「を」「っ」「。」「、」といった、2つのキーを同時に押す必要の

あるものについては、最初は「二本の指」を合言葉に両手の人差

し指を使って打っていたが、いつの間にか小指と人差し指を使っ

て片手で打とうとするようになった。「誰かに教わったの?」と聞

くと「いや、この方が楽だし」と話すなど、自分なりの「打ち込

みやすさ」を工夫する姿も見られた。 

・３年生の７月には、両手を使って Q さんなりにホームポジシ

ョンを意識しながら、打ち込むことができている。 

・打ち終えた連絡帳はスクリーンショットに撮ってからカレンダ

ーアプリに保存している。テキストなったものは読みやすく、

「書いて終わり」ではなく、自分で確認するために開く姿が見ら

れるようになった。 



   

 好きな場所に、テキストを入力することができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ぬったり、動かしたりしてまとめていくこともできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 後から参照しやすい記録が取れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・理科ノートは、書き込む場所がはっきりとしているワークシート形式だったことで、無理なく情報をまとめ

ていくことができた。 

・入力については、物理キーボードでもオンスクリーンキーボードでもどちらでも自分で選んで使えることを

伝えているが、画面が広く見える物理キーボードを好んで使う姿が見られた。 

・物理キーボードに、短時間でも毎日触れる活動を行ってきたことで、負担感を持つことなく、入力方法の選

択肢が広がっている。 

・書いたものが後から参照しやすいため、情報量が増える中でも、学習にスムーズに取り組めている。 



⑬調べる・まとめる 

☆春の植物を調べよう（理科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆東出雲町を調べよう（社会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・春の植物を探す→名前を調べる→時点にまとめる

→場所も一緒に掲示で示すという流れで学習を進め

た。 

・画像から植物名を調べることができる「花判定

機」は、「これはなんだろう」というＱさんの興味関

心を高めていくのに有効だった。 

・植物を見つけた場所も正確に覚えていて、掲示の

作成にも意欲的だった。 

・掲示を見たいろいろな学年の子ども達から「すご

いね」「これ俺も知ってる」とたくさん声をかけても

らったことも、さらに「調べたい」と 

いう気持ちにつながっていた。 

・GoogleEarth や「私たちの松江」

(副読本)で調べた自分の住む町の情報

を、使い慣れたロイロノートを使って

まとめていった 

・項目を入れたら、そこからは１人で

音を入れたりつないだりという作業を

進めることができた。 



・保護者や同級生に発表する場を持った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・知っていたこと、初めて知ったこと、調べたことを、１つの話題ごとにカード化していったため、最終的

にはかなり多くの情報量になった

が、負荷なくまとめていけた。 

・音を付けてまとめていく中で、

調べたことを繰り返し確認するこ

とができた。 

・評価を受ける場があったこと

で、自信につながった。 

・次の学習でも、見通しを持って

まとめていく事ができた。 

(→「アイパルテの見学」体験した

事、質問した事、売り場の工夫な

どの情報をカテゴリーごとに分け

て整理している) 

 

☆働く人とわたしたちのくらし(社会) 

・マインドマップで「働く人」について思いつくままに上げていき、仲間わけをしてグループごとに名前を

つけていった。 

・具体的な名前が出たものについては画像も調べて添えることで、「この人がこの仕事をしているんだ」とい

う具体的なイメージを

持つこともできた。 

・「サンタクロース」は

どのグループにも入ら

ないといってしばらく

考えてから「夢を叶え

てくれる人」と打ち込

んだ。意外な語彙にお

どろかされた。 

 

 

 

 



3．自学年の学習に取り組むためのツールとして  

⑭デジタルノートを活用する 2 

・書きの困難のため、桁の増えた算数の計算での間違いが増えた。 

 

・ガイドが有れば正確に解ききれる。 

 

・しかし、数式の入力をデジタル化すると、別の負荷が増えてしまう。 

・そこで、アナログのノートでしていた支援をデジタルにし、作業はアナログの手軽さを残すことで「自分

で解決できる」手立てにできないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数の計算はできる 

↓ 

書きの困難のため間違う 

 用紙をデジタル化する 

↓ 

ガイドがあることで混乱が少ない 

間違えた時も、すぐに消して直せる 

機器にいれておけば、自分が必要だ

と思う場面で、いつでも使える 

 

数字を入力する 

↓ 

作業が煩瑣になる 

入力するために思考が止まり、 

何をしていたかわからなくなる 



・ガイドがある用紙を背景にしてデジタル化 

←繰り上がりを書く場所にあらかじめ色を

つけておく事と、マスの用紙にしておくこ

とで、混乱を軽減 

←1 ページに 1 問表示で捕らえやすく 

←消す負担も軽減 

→指とペンで書き込みを比較し、ペンで書

くことを選択 

→解答が出たら、鉛筆に持ち替えてノート

やプリントに解答 

 

・必要な時に自分でデジタルノートを開いて計算に取り組む事ができた。 

・マスのついていない問題でも、2桁をかけるケースでも、ミスが減り解ききれる自信が高まっている。 

 

⑮外国語活動での活用 

☆日本語の読み書きを習得していったすがたを踏まえて Q さんが英語を習得していく時に予想される困難 

・アルファベットの形で混乱→文字認識 

・文字と音のつながりで混乱→音韻操作 

※母国語ではないため、正しい形に触れたり正しい音に触れたりする機会も圧倒的に少ないため、ひらがな

や漢字の習得以上に苦手さが顕著に現れるのではないか? 

 

☆Q さんの英語学習のステップ 

文字認識→3 年時はアルファベットの習得を目指す 

○大文字の名前を知る 

・音を聞いて・・2択から選べる→○択から選べる 

・形を見て・・・似ているところや違うところがわかる 

・文字を見て・・名前が言える 

○小文字の名前を知る 

・形を見て・・・大文字と似た形のものを選べる   c.e.i.j.k.m..n.o.p.s.t.u.v.w.x.y.z 

※残り 9 字は大文字と同じステップで 

◯確認しながら書く練習をする 

・アプリを使って・ガイドのあるワークブックで 

・似た形の中から、目的の形が選べる 

・形の違いを言語化して意識づける 

音韻操作→3 年時は言葉の塊を意識できることと英語の語彙を増やすことを目指す 

◯言葉の塊を意識させる 

・Let;sTry に出てくる英文を、画像と音声のついたデジタルカードを使って言葉の塊に分けたり、選んで組

み立てて文章にしたりする。 

◯英語の語彙を増やす 

・Let;sTry に出てくる単語を中心に、身近な単語を音声と画像のついたカードにまとめる。 

・音→絵、絵→音が選べるようになる。 

◯使う体験、調べて解決する体験を重ねる 



☆文字認識→アルファベットの習得を目指すための取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

間違いやすい文

字を机に付箋を

貼って確認 

仲間探しをし

て特徴を確認 



☆音韻操作→言葉の塊を意識できることと英語の語彙を増やすことを目指しての取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

・言葉の塊を選ぶ→再生して確認→復唱というパタ

ーンでの学習は捉えやすく、キーワードを入れ替え

てのやりとりにもスムーズにつながった。 

・英語のスペルをカードに入力していく作業の中

で、キーボードの英数配列の場所についても習得が

進んでいる。 

 

 

 

 

 

正しい音で学習するために

音の入力は、ALT の先生

にお願い。 

正しい音で、カードを作成 

L

A

L

A



・問題をコピー→検索→音を復唱→解答をコピー→ペーストして解答というパターンをすぐに覚えて、スム

ーズに調べて解決することができていた。 

 

【報告者の気づきとエビデンス】 

〇報告者の主観的気づき 

☆少人数の仲間と協力して活動に取り組んだことで、周囲との関わり方への見通しが持てたのではないか 

☆代替え手段を選択しながらノートテイクを行っていくことで、情報を調べたりまとめたりすることがスム

ーズになり、学習意欲につながったのではないか 

☆自学年の学習に取り組むためのツールとして活用した事で、「自分で解決する」方法の広がりにつながった

のではないか 

・「関わる対象や機会の広がり」を目指しての取り組みでのエピソードから 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・P.H.C.のメンバーと、企画や項目を出し

合っている時の Q さんは、いつもとても楽

しそうだった。友達の意見を聞いて、「だっ

たらこれもいいんじゃないの」と自分から

の提案をしたり、「それいいねぇ!」と反応を

返したりする姿が、自然に見られるように

なってきた。 

・ふざけて面白いことを言う子がいた時

は、みんなと一緒に爆笑するなど、会話の

中の一員となっている姿も見られた。 



・２年生の後半から、昼休みに３年生の子達と鬼ごっこをする姿が時々見られたが、３年の６月くらいからは、

１．２時間目の間の短い休み時間でも、頻繁に「３年生に行ってくる!」と駆け出していく。 

・何をしているのか覗きに行くと、教室の隅に座り込んで、友達３人で雑談をしていた。後で、「何の話をして

いたの?」と聞くと、「えっ、ゲーム」という答えが返ってきた。友達と話し込むのが楽しくて仕方がない様子

だった。同時期から、下校後も近所の友達と行き来して遊ぶようになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆読み書きを支える取り組みのエピソードから 

・理科、社会、総合、外国語活動と、３年生スタートの学習は多く、最初は抵抗がある様子も見られたが、

春の植物を探す→調べるという活動を始めたあたりから、「理科、おもしろいね」と言い出した。 

・理科の復習プリントに取り組んでいた際、「子葉」という言葉が出てこな

かった場面で「ノートに書いてたはず」と、デジタルノートを開いて既習

事項を確認する姿も見られた。 

 

・昆虫の学習で、「ムカデは足がたくさんあるから昆虫ではない」というこ

とを知ると、「ムカデの足は何本あるの?」「調べよう」と自分から調べ始

め、フリーのページにまとめる姿も見られた。最初は画像検索をして、数

えやすそうなムカデの画像を拡大して、足を一本一本数えていたが 

最後には、調べたページのスクリーンショットと画像をノートにはった下

に「数えられないぐらいですごい」と、感想をまとめていた。 

 

・先行学習を個別で行った上で、参加しやすい単元

を選んで交流学級の算数の授業にも参加し始め

た。学習内容は、Q さんにとって十分理解できる

のものであるが、集団の中での学習という部分で

最初は不安もあった。しかし、「・・ちゃんに丸し

てもらった」「どうするかわからんかったから、隣

の・・ちゃんに聞いた」など、周囲の友達と関わり

合いながら課題に取り組んでいる様子だった。 

・次の単元はいつも通り個別でやったが、「算数、

３年に行かんの?」「次はいつ行く?」と、みんなの

中で学ぶことを楽しみにしている様子だった。 

 
・社会の「東出雲町調べ」のまとめには、特産の干し柿に関するクイズも作っ

た。調べた内容からクイズを作るところまでは一緒にやっていたが、音を入れ

る活動は、Qさんはなれているので、まかせていたら、「問題②、多い家では

１年に何こくらい干し柿を作るでしょう?」という問題に続いて、選択肢のカ

ードを「1.・・」と読み上げた後、「１だと思う人は手を挙げてください、お

ろしてください。2 だと思う人は手を挙げてください、おろしてください。3

だと思う人は手を挙げてください、おろしてください。」というコメントが入

っていてびっくりした。どうしてこういうコメントを入れようと思ったのか

聞いてみると、「こないだ４年生がやってた」と話していた。集会活動でクイ

ズを出していた４年生の姿を覚えていて、自分の表現にも生かしていた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

・書く負担が軽減されたことで、書く機会が増えた。日常的に文章を書くようになったことで、内容にも変

化が出てきた。 

 

・「疑問を持つ→調べる」から、「知っていた他の知識とつながっていく」姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・校外学習や交流学級での学習場面で、手を挙げて発言する姿が見られるようになってくるなど、「知りた

い」という気持ちの高まりを感じる場面が増えた。 

・右は柿農家さんの見学にいった際、「柿の木は全部で何本くらい植えられ

ているのか」を質問した時の様子。左はスーパーマーケットの見学で、棚に

並んでいるパンについているマークの意味を訪ねている所 

・音楽の時間でも全校朝礼でも、しぶしぶうたっている感満載だった Q さん

が、最近よく歌を歌っている。 

YouTubeで「替え

歌」を探して、気に

入ったものは一旦停止をしながら歌詞をメモにうつ

して楽しんでいるようだ。 

・「以前はゲームをするかアニメを見るかという感じ

だったんですが、最近は自分でどんどん検索して、

好きなものを探して楽しんでいますね。検索も、以

前は大人に頼んでいたのに、いつの間にか自分でで

きるようになっていました。」(母談) 

日なたの地面が日陰より温かいのは太陽の光が当たっ

ているからと学習 

↓ 

「太陽がなくなったらどうなるの?」 

↓ 

調べてノートにまとめる 

↓ 

「昔もなくなったことがあるの?」 

※「地球が凍ってしまう氷河期が大昔に会った」と知っ

ていて、その知識とつなげて考えたようだった。 

7月 9日の日記 12月 9日の日記 



☆自学年の学習に取り組むための活動でのエピ

ソードから 

・外国語活動であるフアベットの弁別や名前と

の一致、4線の位置に着目しての練習をおこな

っていたことで、2学期のローマ字の学習が、

とてもスムーズだった。「a,b,d」など、似た形

出会ってもしっかり区別できていたおかげで、

ローマ字表から目的の文字を探すという作業も

開かなく取り組めたため、たくさん「調べる→

書く」という活動に取り組め、定着につながっ

た。 

・By Talk for Shool でのやり取り

の中に、ある日「Good Night」

というメッセージが添えられてい

た。それまでは単語だけだったのが

「おやすみ」も調べられると考えて

調べて書き込んだとのことだった。 

知っている単語を写真とともに書き

込んでくるなど、手立てを得たこと

で「伝えたい言葉」を自分から調べ

て共有するという姿も見られた。 
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【今後に向けて】 

 

1, 情報を共有する方法を増やしていくツールとして 

・「Pepperを通じて友達と関わる」→「友達と一緒に Pepperに関わる」をさらに広げて、「友達と

Pepper で役に立つ」活動を目指したい。活動の目的に「喜んでもらえる」「役に立つ」を入れることで、た

だ一緒に楽しんでいる段階から、役割意識や自己有用感につなげていきたい。 

 

2, 「読み」「書き」の習得を支えるツールとして 

デジタルのノートテイクを、日常的な学習活動の中に広げていきたい 

・理科、社会だけでなく、他の教科においても、デジタルのノートテイクを学習の中に取り入れていくこと

で、情報を整理して参照しながら学習していく見通しを持たせたい。 

アナログの手立てをデジタル化していくことで、自己解決の方法を増やしていきたい 

・算数を中心に教材のデジタル化をしていくことで、解決への手立てを必要に応じて自分で選択して行ける

ようにしたい 

英語学習への手立てを引き続き検証したい 

・3 年生で取り組んできたことを広げて、英語の音と意味をつなげていくことや日常の簡単な会話を言葉の

塊を意識してやりとりできることを目指したい。 

 


